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 低熱伝導金属屋根材 建材用『すず銅』

 株式会社原田伸銅所 仙台工場
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■ 風水害/地震に対する強固な耐久性

・上下でハゼの中に織り込まれているため、瓦屋根（土瓦）と違い、1枚

毎に暴風等により飛散する危険性がありません。

・重量（単位面積当たり）が非常に軽いため、支柱の座屈に対しても優

れた耐久性を有しており、地震による建築物の瓦解が発生し難いのが

特徴です。

メンテナンス不要/資産価値大

・耐久年数は60年とメンテナンスが不要です。現在、金属屋根材として

最も使われているガルバリウム鋼板と比較すると、約10年でライフサ

イクルコストが逆転致します。尚、価格はチタンの1/4～1/3です。

・カラー塗料が付着している鋼材と違い、廃棄品（スクラップ）にも資

産価値を有しております。

秀麗な美観

・施工後7～8年経過すると、自然緑青が表面を覆い始め、たいへん美

しい外観を形成致します。

低熱伝導率の銅屋根材

・この低熱伝導率金属屋根材として使われる青銅は、銅を主成分に

1.2%のすずと微量のりんを添加して作られる三元合金であり、強度

と耐摩耗性、曲げ・絞り加工性に優れ、化学的腐食に強いといった特

性を有しております。

・当社では、銅屋根材のデメリットである高熱伝導率を克服し、メリット

を活かした金属屋根材の普及拡大を進めるべく、低熱伝導率の銅屋

根材を開発致しました。

・『JASS8：日本建築標準規格』の基準に適合したエコな屋根材であり、

一般家庭用住宅～寺社・仏閣まで幅広く使用可能です。

■施工例：横浜海岸教会 ■一文字葺サンプル

（艶消前）

■銅色調変化


